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① 事業費の詳細（27年度の決算） 単位：千円
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（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果 （５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向

①成果優先度評価結果 ②コスト削減優先度評価結果

（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価

�  完了 �  順調 �  概ね順調 �  停滞 �  実施困難
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成果指標イ �  向上 �  横ばい �  低下

�  拡大 �  現状維持 �  見直し

�  縮小 �  廃止・休止 �  その他 ( )

従事職員数 常時 2

支障物件の移転が遅延により、事業進捗が遅れたため

27年度実績（27年度に行った主な活動）
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④事務事業に関する課題・環境の変化 ⑤事務事業に対する住民からの意見等

28年度
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② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

交流基盤を強化するため、飯岡三川地区と海上蛇園地区を連絡する新設道路を整備する事業である。

整備後は、東総広域農道から国道１２６号までを直結できるため、広域的な道路網が形成され地域間交流の活性化が期待できる。

１市３町合併時に策定した新市建設計画の主要

施策として事業化したものである。

事業費が一般的な道路整備に比べも大きいため、

その財源確保が課題となっている。

事業費が大きいことから、事業の必要性が問われて

いる。
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施策の展開

安全で快適な道路の整備

下半期

（今年度新たに取り組

む事項について記載）
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道路改良工事　L=210ｍ（路盤構築まで）
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事務事業評価シート 
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新市建設計画

定住自立圏構想

平成 27 年度事後評価・決算
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主要道路の整備

0

10

20

30

40

50

60

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28計画

ア

イ


